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B、ζ、Hこ分類され

ています。KURの場合、原子炉を止める綬能と炉心を冷

などによって迅速且つ有効な連携ができるようにしてい
ます。このような状況で、最終段階に入ったとは言え、い

は大きく、今後とも安全第ーを念頭Jζ、関係者が一丸と
なって湾稼動lζ向けた活動を行っていきます。再稼動ま
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機喝な研究を行ってい

' 

出身椎員車帽神崎毘掴崎町
所属宇崎情鎗事ll!IT:l'i；圃チ－I,.



5 

Ii:、原子炉実験所に来てからは「エネルギーJという

究を展開しており、水累貯底材科｛水来エネルギー｝

材料＜C11池）の禍進の研究をきい研究者とともに

厳近は、蓄電池材将の偽造研究に集中仏電池の中

を解明しようと研究

しんでいる。原子力

一ワードの原子炉実

において、比較的自

子ーマで研究をさせ

ただき、原子炉実績

皆様に深〈悠B射して
しかし、残念なこと

究者｛旅人1としての

リが近づいている

目01.：はほど遠く、心

でもあるc後は、若い

者を信じ、任せたい

っている。

後、益有、原子炉実駿

地元li:ffl付昔、研究・

が発展していくとと

っているa
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森山前所長から川端新所長1.：代わリ早くも1年tJI過ぎよ

. , ．、

と常見、と感想をお待ちしていま昔、
広組庇「アトムサイエンスくまとリ」に対するご意見ご感

p 

.，ドU;の－II!または圭留を嗣断て種思唖割、ti:院することは
走市で定品られた喝告を除雪．著作権の優曹となリます


